
 

平成２６年度独立行政法人国立美術館契約監視委員会議事概要 

 
開催日及び場所 平成２７年２月２３日（月）東京国立近代美術館４階会議室 
出席委員 
（敬称略） 

○委員長 
真室佳武（東京都美術館館長） 

○委員 
高橋明也（三菱一号館美術館館長） 
高場一博（弁護士） 
黒田亮子（監事，元群馬県立館林美術館館長） 
鈴木 清（監事，公認会計士） 

議事 
１ 平成２６年度契約監視委員会審査対象契約件数について 
２ 平成２５年度契約監視委員会後の契約について 
３ 平成２６年契約点検結果について 
４ 平成２７年契約事前点検結果について 
５ 平成２６年における公益法人等への会費等の支出状況について 

議事概要 議事１ 平成２６年度契約監視委員会審査対象件数について 
（１）平成２５年審査対象件数のうち平成２６年審査対象契約件数 
   （競争性のない随意契約）          １件 
   （１者応札・応募であったもの）      １４件 
（２）平成２６年審査対象契約件数       １４０件 
（３）平成２７年契約事前点検審査対象契約件数 
   （競争性のない随意契約）          １件 
   （１者応札・応募であったもの）      １１件 
   （新規案件）                ０件 
（４）平成２６年公益法人等への会費等の支出件数  ５件 
 
議事２ 平成２５年度契約監視委員会後の契約について 

平成２５年審査対象契約件数 １１３件 
 競争性のない随意契約 ８１件 

 

次回の契約時に競争性のある契約に移行予定と

したもの 
１件 

競争性のある契約に移行予定のないもの ２７件 
平成２５年度限りであったもの ５３件 

 １者応札・応募であった契約 ３２件 

 
次回の契約時に改善する予定としたもの １４件 
平成２５年度限りであったもの １８件 

 
（１）平成２５年に随意契約であったもので，次回の契約時に競争性

のある契約に移行予定としていた契約の平成２６年の契約状況

は以下のとおりであった。 
   随意契約事前確認公募を行ったが，応募者がなく，引き続き随

契約となったもの   １件 

１ 



 

 
（２）平成２５年に１者応札・応募であったもので，次回の契約時に

改善する予定としていた契約１４件の平成２６年の契約状況は

以下のとおりであった。 
  ① 公告期間を２０日以上設けることとしたもの ３件 
    （うち，複数応募となったもの １件） 
  ② 再度，公告期間を２０日以上としたもの   ４件 
    （うち，複数応札となったもの ０件） 
  ③ 契約期間中のもの             ７件 
 
（３）個別指摘事項 
   １者応札が続いているものについては，それぞれ１者応札にな

り易い要因があることは理解しているが、競争に付すからには可

能な限り情報開示を行う等工夫することを検討頂きたい。 
 
議事３ 平成２６年契約点検結果について 

平成２６年審査対象契約件数 １４０件 
 随意契約 １０８件 

 

美術作品の購入 ６４件 
電気・水道・ガスの使用契約 ７件 
土地の購入・賃借 ５件 
契約の相手方が限定されるもの 
（展覧会に関し，相手方が指定されるものや駅

電飾看板等） 
２件 

随意契約とすることが認められている，運送又

は保管に係るもの 
１２件 

緊急の必要により競争に付することができない

もの 
１件 

契約の性質等が競争を許さないもの １５件 
不落随契 ２件 

 １者応札・応募であった契約 ３２件 
 
（１）随意契約について 

① 次回の契約時に競争性のある契約への移行を 
検討しているもの                １件 

② 競争性のある契約に移行予定のないもの     ２１件 
③ 競争性のある随意契約（不落随契）        ２件 
④ 平成２６年限りのもの             ８４件 

 
（２）１者応札・応募であった契約について 
  ① 公告期間を２０日以上とするもの        １０件 
  ② 再度，公告期間を２０日以上とするもの      ８件 
  ③ 平成２６年限りのもの             １４件 
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（３）個別指摘事項 
   変更契約におる追加工事等は金額の妥当性を判断しづらいの

ではないか。早期執行が求められていたことは考慮するが、今後

はなるべく事前に調達に含める等競争性を確保することが望ま

しい。 
   一者応札・応募であった契約については、業者にヒアリングす

る等し、問題点を明らかにする必要もあるのではないかと考え

る。 
 
議事４ 平成２７年契約事前点検結果について 
（１）平成２６年に競争性のない随意契約であったもので，平成２７

年に競争性のある契約に移行予定であるもの １件 
 
（２）平成２６年に１者応札・応募であったもので，平成２７年に改

善を図る予定のもの １１件 
 
（３）個別指摘事項 
   指摘事項なし 
   
議事４ 平成２６年における公益法人等への会費支出状況について 
（１）平成２６年に支出した公益法人等への会費   ５件 
 
（２）個別指摘事項 
   特になし 

総括意見 
○今年度の審査対象契約については妥当であると判断する。 
○今後は最低価格による競争だけでなく，企画競争や総合評価のよう

に内容で審査するものを増やし，より良いものを作って頂きたい。

そのためにも，複数応札が増えることが望ましい。 
○１者応札の場合は特に情報公開のあり方を検討して頂きたい。 
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